
消防通信 龍吐水 りゅうどすい

鹿角市、小坂町で発生した災害情報を携帯電話やパソコンにｅメールで配信しています。

登録のしかたは市・町のメールアドレスへ空メールを送信するだけ！

返信されたメールに記載されたＵＲＬへ接続し、希望する情報をチェックし、登録完了です。

氏名や連絡先を入力する必要はありません。右のＱＲコードでもＵＲＬを取得できます。

詳しくは、鹿角市・小坂町のホームページをご覧ください。

情報配信メール登録用ｅメールアドレス

鹿角市：e-kazuno@xpressmail.jp 小坂町：e-kosaka@xpressmail.jp

メール登録用ＱＲコード

鹿角市

小坂町

火事はどこ？ 今のサイレンは何？ １１９番への問い合わせはご遠慮願います。

災害情報案内サービス ０１８６（３０）１７２０

鹿角広域行政組合消防本部管内
出 動 件 数

平成２７年１月～平成２７年１２月末

総出動件数 １７５０件

①火 災 ４２件

②救 急 １４２０件

③救 助 ５７件

④自然災害 １７件

⑤遭難捜索 １４件

⑥そ の 他 ２００件

消
防

第

号

平
成

年

春
夏
号

編
集
・
発
行
：
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部･

消
防
署

秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部

鹿

角

か

づ
の

去
る
２
月

日
、
秋
田
市

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
に

お
い
て
「
第

回
消
防
職
員

意
見
発
表
秋
田
県
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
当
消
防
本
部
か

ら
佐
藤
雄
太
消
防
士
が
出
場

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
県
各

消
防
本
部
内
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
職
員
が
一
同
に
会
し

日
常
業
務
を
通
し
て
感
じ
た

意
見
・
提
案
を
発
表
す
る
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
消
防
士
は
通
信
指
令

業
務
の
中
で
、
１
１
９
番
通

報
者
へ
対
す
る
「
口
頭
指
導

力
」
の
重
要
性
と
専
門
教
育

の
開
設
を
提
案
。
多
く
の
来

場
者
に
訴
え
ま
し
た
。

去
る
３
月
６
日
、
宮
崎
県
宮
崎
市
に
て
「
第
９
回
階
段

駆
け
上
が
り
レ
ー
ス
」
が
開
催
さ
れ
、
当
消
防
本
部
か
ら

も
休
暇
を
利
用
し
、
２
名
の
救
助
隊
員
が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
日
本
警
察
消
防
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
主
催
の
も
と

消
防
活
動
に
お
け
る
極
限
状
況
を
想
定
し
、
体
力
の
維
持

向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
火
衣
や
空

気
呼
吸
器
を
着
装
し
、
１
５
４
ｍ
の
高
さ
で

階
の
ビ
ル

を
一
気
に
駆
け
上
が
る
過
酷
な
競
技
で
す
。
日
頃
鍛
え
上

げ
ら
れ
た
、
全
国
の
剛
脚
自

慢
が
集
う
中
、
見
事
に
兎
澤

俊
幸
隊
員
が
年
齢
別
部
門
で

優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
同
じ

く
出
場
し
た
佐
藤
雄
太
隊
員

は
３
位
入
賞
で
し
た
。

こ
の
模
様
は
秋
田
朝
日
放

送
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
強
靱
な
鹿
角
救
助
隊
の
力

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

鹿
角
管
内
林
野
火
災
件
数（
過
去
３
年
間
）

去
る

月

日
に
か
づ
の
厚
生
病
院
へ
勤
務
す

る
小
豆
嶋
立
頼
医
師
に
対
し
て
一
般
消
防
協
力
者

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年

月
に
鹿
角
市
花
輪
で
建
物
火
災
が
発
生

し
た
際
、
車
で
現
場
付
近
を
走
行
中
で
あ
っ
た
小

豆
嶋
さ
ん
が
黒
煙
を
発
見
し
、
火
災
を
確
認
。

迅
速
に
１
１
９
番
通
報

を
し
て
、
火
災
建
物
付

近
に
い
た
女
性
を
避
難

誘
導
し
、
そ
の
後
は
、

負
傷
し
た
女
性
を
気
遣

い
救
急
車
に
同
乗
し
て

搬
送
先
の
病
院
ま
で
付

き
添
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

こ
の
勇
気
あ
る
行
動

に
対
し
、
当
消
防
本
部

か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま

し
た
。

１

２２

１２

当
消
防
本
部
で
は
、
救
急
車
に
新
し
く
ビ
デ
オ

喉
頭
鏡
を
配
備
し
ま
し
た
。

平
成

年

月
か
ら
心
肺
停
止
傷
病
者
に
対
し

て
、
所
定
の
講
習
・
病
院
実
習
を
修
了
し
、
認
定

さ
れ
た
救
急
救
命
士
が
使
用
で
き
ま
す
。

ビ
デ
オ
喉
頭
鏡
は
、
気
管
挿
管
（
気
管
に
チ
ュ

ー
ブ
を
挿
入
）
す
る
際
に
Ｃ
Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
で
喉
の

奥
を
確
認
す
る
も
の
で
、

気
管
内
の
視
認
性
に
優
れ

て
い
る
ほ
か
、
チ
ュ
ー
ブ

が
声
門
内
へ
と
誘
導
さ
れ

る
構
造
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
正
確
に
挿
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
当
消
防

本
部
で
も

月
か
ら
運
用

が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

１１３８

２３

４
２

無
防
備
な心

に
火
災
が

か
く
れ
ん
ぼ

誓
い
ま
す

森
の
安
全

火
の
始
末

2８

春
の
火
災
予
防
運
動

平
成

年
４
月
３
日(

日)
～
４
月
９
日(

土)

林野火災のほとんどが野焼き、ゴミ焼き

から延焼して発生しているんだ！

昨
年
８
月
に
新
庁
舎
へ
移
転
し
早

く
も
８
ヶ
月
に
な
り
ま
す
。

こ
の
新
庁
舎
を
拠
点
と
し
災
害
に

強
い
消
防
を
目
指
し
、職
員
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
移
転
後
、防
災
や
救
急
に
関

し
た
講
習
会
等
で
、た
く
さ
ん
の
方

々
に
新
庁
舎
を
ご
利
用
頂
い
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
救
急
救
命
講
習
を

は
じ
め
、各
種
防
災
に
関
す
る

講
習
や
訓
練
で
、
ぜ
ひ
消
防

署
を
ご
利
用
下
さ
い
。

庁
舎
見
学
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
連

絡
、
ご
相
談
下
さ
い
。

平成２５年

４月 件

５月 件

６月 件

平成２６年

４月 件

５月 件

６月 件

平成２７年

４月 件

５月 件

６月 件
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☆家庭内での小規模火災を想定して開発されていて、コンパクトで操作しやすい。

☆薬剤の交換は出来ません、使用有効期限を過ぎる前に交換しましょう。

☆本体容器の色に規制はなく、カラフルな色やデザインのものがあります。

☆適応する火災種別が絵で表示されていて、わかりやすい。

☆蓄圧式消火器は、破裂事故の心配がほとんどありません。

普通火災適応天ぷら油火災適応 ストーブ火災適応電気火災適応

蓄圧式の消火器

には、圧力ゲージ

が付いています。

※定期的な保守点検などの義務はあり

ませんが、ゲージの針が正常範囲に

あることを日常的に確認しましょう。

☆設置義務がある場所（事業所）などにおいては消火器として認められません。

※※ 注意点 ※※

☆エアゾール式簡易消火具（スプレー式）もあり、お年寄りにも扱いやすい。

鹿
角
市
消
防
団
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
の
防
災
活

動
を
、
き
め
細
か
に
指
導
で
き
る
「
地
域
防
災
指

導
員
」
を
養
成
し
、
こ
れ
ま
で
１
２
８
名
の
消
防

団
員
が
講
習
を
修
了
し
、
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

火
災
が
発
生
す
る
と
、
現
場
に
駆
け
付
け
て

活
動
す
る
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
「
地
域
防
災
指

導
員
」
と
し
て
、
地
震
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災

害
に
備
え
た
自
主
防
災
訓
練
に
つ
い
て
の
企

画
や
活
動
支
援
な
ど
、
自
主
防
災
組
織
の
活

動
を
幅
広
く
お
手
伝
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
危
機
管
理
室
（
３
０
）
０
２
９
９

消
防
本
部
総
務
課

（
２
２
）
７
３
２
３

◆
消
防
車
・
救
急
車
の
要
請
は
１
１
９
番
！
◆

当
消
防
本
部
で
は
、
最
新
の
消
防
指
令
シ
ス

テ
ム
に
て
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通

報
は
【
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
】
に
よ
り
、
電
話

発
信
場
所
を
す
ぐ
に
特
定
し
、
地
図
上
に
表
示

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

各
種
災
害
へ
の
対
応
が
迅
速
と
な
り
、
出
動
指

令
を
い
ち
早
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署
及
び
出
張
所
へ
要

請
を
し
て
も
通
報
を
受
け
た
署
所
は
、
指
令
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
す
る
必
要
が
あ
り
、
二
度
手
間

に
よ
る
出
動
の
遅
れ
が
生
じ
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
で
お
願
い
し
ま
す
！

●
携
帯
電
話
か
ら
の
１

１
９
番
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

を
「
有
効
」
に
設
定
●

携
帯
電
話
か
ら
１
１
９

番
通
報
の
場
合
は
、
現
場

を
特
定
す
る
の
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
指

令
セ
ン
タ
ー
で
は
発
信
地

情
報
を
得
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
時
間
短
縮
が
図

れ
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
１
１
９

番
通
報
さ
れ
る
場
合
は
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
「
有
効
」

に
設
定
し
て
使
用
し
て
下

さ
い
。

【高機能消防指令センター】

『火事です。』or『救急です。』

『○○市○○字○○番地鹿角太郎です。』

火事：『火災の状況。』

救急：『具合の悪い人の状態。』

を簡単に伝える。

『私は鹿角○○です。電話番号は・・・です。』

通
報
者

『１１９番消防署です。火事ですか？救急ですか？』

『場所はどこですか？』

火事：『何が燃えていますか？

救急：『どうしましたか？』
通
信
指
令
員

『あなたの名前と、今かけている

電話番号を教えて下さい。』

当
消
防
本
部
は
、
管
内
を
４
台
の
救
急
車
で
運
用
し
て
い
ま
す
。
緊
急
性
が
な
い

の
に
救
急
車
を
利
用
す
る
と
、
ま
さ
に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
重
篤
な
状
態
の

方
が
発
生
し
た
場
合
、
現
場
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
で
救
命
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
救
急
車
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

救
急
車
の
誤
っ
た
利
用
例

・
救
急
車
だ
と
待
た
ず
に
早
く
診
察
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ
た
。

・
今
日
、
受
診
予
約
を
し
て
い
る
の
で
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
。

・
自
家
用
車
が
な
い
の
で
医
療
機
関
に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
。

・
タ
ク
シ
ー
だ
と
お
金
が
か
か
る
か
ら
、
救
急
車
を
頼
ん
だ
。

・
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
か
ら
呼
ん
だ
。

た
だ
し
、
症
状
や
事
故
等
の
状
況
か
ら
、
急
い
で
医
療
機
関
に
連
れ
て
行
っ
た
方

が
よ
い
と
思
っ
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
て
下
さ
い
。

毎年この季節、たけのこ採りやトレッキングによる遭難事故が発生します。慣れた山

でも油断は禁物です。相手は壮大な自然です。絶対に無理はしないようにお願いします。

～遭難された方々に理由をお聞きすると…～

「自分はあんまり奥の方まで行かないから！」

しっかり準備。家族みんなで気を付けましょう。

鹿角市消防団第14分団第1部 班長 田子 勉
この研修で全国各地の消防団員と意見交換を行い、全国的な消防団員の人員不足を感じました。そ

のような課題に対して小・中・高校生に対して消防団を身近に感じてもらうため、幼少年防火クラブ

への支援、避難訓練時の協力などの活動を行い、将来消防団に

入団してもらえるよう働きかけが必要と強く感じました。昨今

災害が多発しており火災以外での活動の場が増えています。そ

のような状況で安心して暮らすためには消防団員の確保は重要

であり、今後は共に活動できる仲間を増やし消防団活動を通し

地域の防災力向上のため活動していきたいと思います。

｢共に消防団活動を頑張る、あなたの力が必要です！｣

（写真：田子班長 左から一人目）


